
 

   
２ ０ １ ７ 年 ３ 月 ３ ０ 日  ４ ２ ９ 号 

納め忘れはありませんか？  
◎町・県民税  ◎固定資産税  
◎軽自動車税  ◎国民健康保険税  

汚れが落ちない食品包装容器は「燃えるごみ」へ 

ア

ー

ス
デ

イ

２
０
１
７ 

鶴

田

を

開

催

し
ま

す  

《
ア
ー
ス
デ
イ
鶴
田
実
行
委
員
会
》 

ア
ー
ス
デ
イ
と
は
、
地
球
を
環
境
破
壊
、
汚
染

か
ら
守
る
た
め
に
行
動
す
る
日
と
し
て
、
一
九
七

〇
年
に
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
り
ま
し
た
。 

ア
ー
ス
デ
イ
鶴
田
実
行
委
員
会
で
は
、
子
ど
も

た
ち
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
勉
強
を
し
た
り
、
身
の
回

り
の
不
要
品
を
再
利
用
し
工
作
を
し
ま
す
。
ア
ン

ナ
先
生
、
メ
ア
リ
ー
先
生
と
一
緒
に
お
勉
強
し
ま

せ
ん
か
。
小
学
生
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

●
開
催
日
時 

四
月
十
五
日
（
土
） 
午
前
八
時
～
十
時
頃 

※
午
前
七
時
五
十
分
ま
で
に
集
合
し
て
く
だ 

さ
い
。 

●
会
場 

国
際
交
流
会
館
ホ
ー
ル 

※
開
会
式
は
町
民
プ
ラ
ザ
（
役
場 

庁
舎
前
広
場
）
で
行
い
ま
す
。 

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

企
画
観
光
課 

ま
ち
づ
く
り
班 

（
内
線
２
６
２
） 

四
月
十
四
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
お
申
し 

込
み
く
だ
さ
い
。 

 

緑

の
募

金

運

動

が
始

ま

り

ま

す  

《
鶴
田
町 

緑
化
推
進
委
員
会
》 

緑
の
羽
根
は
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
豊
か
な
自

然
が
も
っ
と
広
が
る
こ
と
を
思

い
、
鶴
田
町
緑
化
推
進
委
員
会
で

は
「
緑
の
募
金
運
動
」
を
実
施
し

ま
す
。
緑
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
を

つ
く
っ
て
ゆ
く
た
め
に
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

●
募
金
期
間 

四
月
一
日
（
土
）
～ 

五
月
三
十
一
日
（
水
） 

●
募
金
箱
設
置
場
所 

産
業
課
窓
口
、
町
民
生
活
課 

窓
口
ほ
か
町
内
各
施
設
等 

●
問
い
合
わ
せ
先 

鶴
田
町
緑
化
推
進
委
員
会 

事
務
局 

（
産
業
課 

農
業
振
興
班
内 

内
線
２
９
３
） 



妊
婦
・
親
子
保
育
体
験

に
参
加
し
ま
せ
ん
か 

 

《
鶴
田
町
子
育
て 

支
援
セ
ン
タ
ー
》 

  

左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
妊
婦
・
乳
児
（
０
歳
児
）
親
子
保

育
体
験
（
離
乳
食
体
験
含
む
） 

▽
日
時 

・
四
月
十
八
日
（
火
）
、
五
月
十
六 

日
（
火
）
、
六
月
二
十
日
（
火
） 

午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時 

●
幼
児
（
一
～
五
歳
児
）
親
子
保
育

体
験
（
給
食
体
験
あ
り
） 

▽
日
時 

・
休
日
を
除
く
毎
日 

 

午
前
九
時
三
十
分 

～
十
一
時
三
十
分 

※
い
ず
れ
も
必
ず
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。
給
食
希
望
の
方
は
、
十

日
前
ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。 

※
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
、
前
日

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

子
育
て
上
、
気
に
か
か
り
ご
心
配

な
こ
と
は
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
予
約
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、 

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▽
日
時 

・
四
月
二
十
二
日
（
土
）
、
五
月 

二
十
日
（
土
）
、
六
月
二
十
四 

日
（
土
） 

午
前
十
時
～
正
午
、
午
後
一
時
～

三
時 

  

０
歳
児
か
ら
入
学
前
の
子
ど
も

ま
で
、
ど
な
た
で
も
親
子
で
参
加
で

き
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。 

▽
日
時
・
場
所 

・
四
月
五
日
（
水
）
、
五
月
十
日 

（
水
）
、
六
月
七
日
（
水
） 

午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分 

・
鶴
遊
館
（
栄
養
指
導
室
） 

▽
内
容 

 

四
月
…
こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う 

 

五
月
…
身
近
な
物
で
お
も
ち
ゃ 

を
作
ろ
う 

 

六
月
…
お
外
遊
び
を
楽
し
も
う 

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

鶴
田
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
つ
る
た
乳
幼
児
園
内
） 

☎
２
２
―
３
７
６
５ 

 

山
火
事
に
ご
注
意
を
！ 

 

《
産
業
課
》 

四
月
十
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で

は
「
山
火
事
防
止
運
動
強
調
期
間
」 

で
す
。
春
は
野
山
が
乾
燥
し
、
山
火

事
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
農
作
業
や
山
菜
採
り

な
ど
、
山
林
や
そ
の
周
辺
で
火
を
扱

う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。 

大
切
な
森
林
を
山
火
事
か
ら
守

る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。 

 

・
枯
草
な
ど
火
災
が
起
こ
り
や
す
い

場
所
で
は
た
き
火
を
し
な
い
。 

・
強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火

を
し
な
い
。 

・
た
き
火
を
す
る
と
き
は
、
周
囲
に

も
知
ら
せ
、
一
人
で
行
わ
な
い
。

ま
た
、
完
全
に
消
失
す
る
ま
で
は

そ
の
場
か
ら
離
れ
な
い
。 

・
た
ば
こ
の
火
は
必
ず
消
し
、
絶
対

に
投
げ
捨
て
な
い
。 

・
火
遊
び
は
し
な
い
。 

 
●
問
い
合
わ
せ
先 

 

産
業
課 

農
業
振
興
班 

（
内
線
２
９
３
） 

 

県
営
住
宅
入
居
者

募
集
の
お
知
ら
せ 

 

《
青
森
県
県
営
住
宅
等 

指
定
管
理
者
》 

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。 

●
募
集
住
戸 

①
松
島
団
地
（
五
所
川
原
市
松
島
町

六
丁
目
地
内
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
２
Ｄ
Ｋ
…
一
戸
（
一
階
玄
関
） 

②
松
島
団
地
（
五
所
川
原
市
松
島
町

六
丁
目
地
内
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
３
Ｄ
Ｋ
…
一
戸
（
一
階
玄
関
） 

③
新
宮
団
地
（
五
所
川
原
市
若
葉
三

丁
目
地
内
）
木
造
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
…
一

戸
（
一
階
玄
関
） 

④
広
田
団
地
（
五
所
川
原
市
み
ど
り

町
五
丁
目
地
内
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
３
Ｋ
…
二
戸
（
三
階
・
四
階

玄
関
） 

⑤
広
田
団
地
（
五
所
川
原
市
み
ど
り

町
五
丁
目
地
内
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
…
二
戸
（
一
階
・

三
階
玄
関
） 

※
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
の

人
数
等
の
制
限
に
つ
い
て
、
①
・

②
は
二
名
以
上
、
③
・
⑤
は
三
名

以
上
、
④
は
条
件
付
き
で
単
身
か

ら
可
。 

●
募
集
・
受
付
・
書
類
配
布
・
説
明 

期
間 

平
成
二
十
九
年
四
月
三
日
（
月
） 

～
十
日
（
月
） 

（
土
、
日
、
祝
祭
日
を
除
く
） 

●
家
賃 

入
居
す
る
に
は
入
居
基
準
が
あ

り
、
家
賃
は
所
得
金
額
に
応
じ
て
決

定
し
ま
す
。 

①
松
島
団
地
…
一
八
、
一
〇
〇
円 

～
三
五
、
七
〇
〇
円
程
度 

②
松
島
団
地
…
二
一
、
〇
〇
〇
円 

～
四
一
、
二
〇
〇
円
程
度 

③
新
宮
団
地
…
二
二
、
四
〇
〇
円 

～
四
三
、
九
〇
〇
円
程
度 

④
広
田
団
地
…
一
〇
、
三
〇
〇
円 

～
二
一
、
二
〇
〇
円
程
度 

⑤
広
田
団
地
…
一
三
、
〇
〇
〇
円 

～
二
六
、
四
〇
〇
円
程
度 

●
そ
の
他 

▽
今
回
の
募
集
は
、
す
べ
て
二
十
九

年
六
月
一
日
入
居
予
定
で
す
。 

▽
い
ず
れ
の
住
宅
も
、
駐
車
場
は
原

則
と
し
て
一
住
戸
に
つ
き
一
台

で
す
。
二
台
目
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
空
区
画
が
あ
る
場
合
の
み
貸

出
し
ま
す
。 

▽
駐
車
場
料
金
は
家
賃
と
は
別
に

徴
収
し
ま
す
。 

▽
冬
期
の
駐
車
場
や
共
用
部
分
の

除
雪
は
入
居
者
の
皆
さ
ん
で
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

 

青
森
県
県
営
住
宅
等
指
定
管
理

者 

株
式
会
社
サ
ン
・
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン 

住
宅
管
理
係 

（
五
所
川
原
市
大
字
金
山
字
亀
ヶ

岡
四
六
―
一
八
） 

☎
３
８
―
３
１
８
１ 

 

保
育
体
験 

子
育
て
相
談
日 

親
子
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム 



 
平
成
二
十
九
年
度
協
会

け
ん
ぽ
青
森
支
部
の

保
険
料
率
に
つ
い
て 

 

《
全
国
健
康
保
険
協
会 

青
森
支
部
》 

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
青
森
支
部
で
は
、
県
内
の
中
小

企
業
の
従
業
員
と
そ
の
ご
家
族
が

加
入
す
る
健
康
保
険
事
業
を
運
営

し
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
九
年
度
に
お
け
る
当

支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
、
三
月
分

（
四
月
納
付
分
）
保
険
料
よ
り
九
．

九
七
％
か
ら
九
．
九
六
％
に
変
更
と

な
り
ま
す
。 

厳
し
い
医
療
保
険
の
財
政
状
況

の
中
、
協
会
け
ん
ぽ
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
に
お
け
る
、
加
入
者
お
よ

び
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
対
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
保
険
料
額
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
y
o
u
k
a
i
k
e
n
p
o
.
o
r
.

j
p
/
s
h
ib
u
/
ao
m
o
ri
/

）
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

全
国
健
康
保
険
協
会 

青
森
支
部 

☎
０
１
７
―
７
２
１
―
２
７
１
３ 

鶴 田 町 創 業 支 援 事 業 計 画 に つ い て 
 

「鶴田町創業支援事業計画」が次のとおり平成 28 年 12 月 26 日に国の認定を受けましたので、 

お知らせします。 
 

●計 画 期 間：平成 29 年 4 月 1 日～平成 34 年 3 月 31 日 

●認定連携創業支援事業者：公益財団法人 21 あおもり産業総合支援センター、 

●認定連携創業支援機  青森県よろず支援拠点 
 

◇「特定創業支援事業」について 

創業支援事業計画では、認定連携創業支援事業者が実施する個別相談により、経営・財務・人材育成・ 

販路開拓の全ての知識が身につく支援事業で、4 回かつ 1 か月以上にわたり受けるものです。この支 

援事業を受け、町が発行する証明書を交付された方は次の支援を受けることができます。 

  ① 会社設立時の登録免許税の軽減（資本金の 0.7％→0.35％、最低税額 15 万円→7 万 5 千円） 

  ② 無担保、第三者保証人なしの創業関連保証枠の拡大（1,000 万円→1,500 万円） 

  ③ 創業関連保証の期間制限の緩和（創業 2 か月前→6 か月前） 

  ④ 日本政策金融公庫の新創業融資制度の条件免除（創業資金総額の 10 分の 1 以上の自己資金要件） 
 

◇証明書の申請について 

  特定創業支援事業を受け、証明書の交付を希望する方は、必要書類（「申請書」および「特定総合 

支援事業に係る個人情報の提供に関する同意書」）に記入のうえ、企画観光課に提出してください。 
 

【提出・問い合わせ先】 企画観光課 観光班 （内線 264・265） 

※町のホームページ（http://www.town.tsuruta.lg.jp/）にも掲載しておりますのでご覧ください。 

花 だ ん コ ン ク ー ル に 参 加 し ま せ ん か ！  
－平成 29 年度鶴田町花だんコンクール（団体部門）参加募集－ 

 
「花いっぱいの輪」を広げ、町に花と緑が満ちあふれる心豊かなうるおいのあるまちづくりを推進する 

ため、町では今年度も次のとおり花だんコンクールを実施します。たくさんの応募をお待ちしております。 
 

●実 施 方 法：鶴田町内の各種団体が管理している花だんおよび庭先や道路沿いにプランター等を 

利用したものなどを対象とし、花だんの面積に応じた花苗を配布します。 

●対 象：◎公的団体…学校、保育園等 

◎私的団体…会社、町内会、婦人会、子ども会、老人クラブ等 

●参 加 資 格：町内に居住する各種団体 

●申 込 方 法：鶴田町教育委員会にお申し込みください。締め切りは、4 月 14 日（金）です。 

●審査と表彰：7 月と 9 月の 2 度審査会を行い、最優秀賞・優秀賞・努力賞を決定します。 

●そ の 他：４月下旬に参加団体への説明会を予定しています。 

苗の配布は５月上旬を予定しています。 
 

【問い合わせ先】 教育委員会 社会教育班 （内線 215） 



              

健康保険課 健康長寿班 

                      連絡先（内線 131～135） 
 
【平成２９年度健康カレンダーは届きましたか】 

  健康カレンダーを３月末に各地区の保健協力員に配付しました。今後、全戸にお配りする予定です。 

今年度の健診の計画など健康づくりにお役立てください。ご家族の都合で足りない世帯の方は 

お問い合わせください。差し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★今年度各集団健診の申し込み期間は４月末からです★ 

  ４月末から５月初旬まで、各地区の保健協力員が「今年度の集団健診の申し込み」をとるために、健診

対象者のいるご家庭を訪問します。ぜひ、今年も隣近所、皆さんで声をかけ合って申し込みしましょう。 

集団健診は「がん検診」と「特定健診」の２つに大別されます。内科の健診である「特定健診」は各医

療保険者（保険証）の方針のもとに受けることになります。町では国保の被保険者を対象とします（ただ

し、30 代については国保社保に関わらず受けることができます）。また、通院中の方も受けるべき対象と

なっています。 

皆さんのお申し込みをお待ちしています。疑問等ありましたら、いつでもお問い合わせください。 

 

★集団の乳がん検診の変更について 

厚生労働省の方針に基づき、乳がん検診については「マンモグラフィによる単独検診」のみとし、平成

２９年度から、医師による「視触診」は実施しないことになりました。 

よって、町の乳がん検診は以下のように変わりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

① 30 歳代の視触診のみの検診は廃止となります。 

② 40 歳～59 歳までの視触診は廃止となります。 

③ 40 歳以上をすべてマンモグラフィ単独検診といたします。 

（40 歳代・50 歳代は 2 方向撮影、60 歳代以上は 1 方向撮影となります） 

 

★お詫びと訂正★ 

「広報つるた」3 月号の乳幼児健康診査の対象児の生年に間違いがありました。正しくは 

次のとおりです。 ① 4 か月児健康診査：平成 28 年 11 月生  

次のとおりです。 ② 10 か月児健康診査：平成 28 年 5 月生  

次のとおりです。 ③ 7 か月児健康診査：平成 28 年 8 月生  

次のとおりです。 ④ 2 歳 6 か月児歯科健康診査：平成 26 年 8～9 月生  

※平成 29 年度健康カレンダーもあわせてご覧ください。 

平成２９年 町の保健だより 

【健康運動教室】  

・日にち：4 月 16 日(木)、11 日(火)、14 日(金) 

・日にち：4 月 17 日(月)、26 日(水)、27 日(木) 

・場 所：鶴遊館 (申し込み不要) 

・時 間：午前 10 時～11 時 

＊運動できる服装でおいでください。 

☆運動の習慣は、認知症を始めとし、高血圧、糖尿 

病など生活習慣病に効果があるとされています。 

【「傾聴サロン」誰かに話を聴いてほしい時はありませんか】 

気持ちが沈んでいるとき、誰かに話を聞いてもらいた 

いときなどありませんか？ 

鶴田町傾聴ボランティア養成講座修了生による「つる 

りんの会」が、あなたのお話を聴きます。 

お話した内容の秘密は厳守します。 

・日時：4 月 3 日(月)、17 日(月)  午後１時～３時 

・場所：鶴遊館 栄養指導室 


